2024年度少年柔道競技者育成事業(北海道地区)　報告書

1. 目的：
北海道において選抜された中学生(男女)を対象として、将来、オリンピックや世界選手権大会等で活躍できる競技者の育成と国際社会に貢献できる人材を育てることを目的に強化合宿を実施する。
2. 期間：2024年10月25-27日(金-日)
3. 会場：北海道立総合体育センター「北海きたえーる」武道場

北海道札幌市豊平区５条1番1号
4. 日程：別添資料
5. 参加人数：
選手：中学生　男子17名、女子20名
地区指導者(役員含む)：8名
全柔連派遣講師：2名　　　　　合計47名

6. 事業の成果、事業の対する評価：
・トレーニング講習を行ったが、選手にもわかりやすいスライドで大変ためになった。
・選手たちを引き付ける巧みな話術で、技術面だけではなく、柔道本来の精神である、「精力善用・自他共栄」の精神を学び実践することができた。
・3日間の共同生活を通して、他の選手との交流やコミュニケーションを図ることや、トップ選手の昔話を聞くことができ、貴重な経験でき有意義な合宿であった。

・ゴミ拾い活動を取り入れることができ、社会貢献への意識づけもできた。

7. 今後の課題：
・女子選手(北海道)のもっと上を目指した意識改革が必要に感じた。
・会場のキャパの問題で、保護者の見学をさせなかった。選手も自分にしっかりと向き合うことができたので、この対応でよかったと考える。
8. ｔｏｔｏロゴマークの表示方法：
計画書・案内状及び会場の垂れ幕に表示した。
9. その他
・世界で活躍しているような選手から指導してもらうことで、より世界に目を向けた選手が育成されると考える。今回、その観点で言うと、講師の先生の御経験などが聞けて、目標を高く持てたと考える。今後そのような機会がもてるよう検討してもらいたい。

